※教職経験７～１１年目に使用　　「中堅教諭等資質向上研修」12年目まで各自で保管

（様式３）
中堅教諭等資質向上研修（小・中・義）　自己課題に応じた研修実施報告書　
１　研修対象教員
	氏　　名
	免許
	採用年

	
	
	　　S・H・R　　年　　月採用


＊1 免許は、免許は、小・中・特の校種のみ記入。　＊採用年は、教職員として採用された年月

２　自己課題に応じた研修の実施
実施前に、自己課題、研修内容等を記入後、校長に説明し、受講の承認を得ること
※選択研修の内容は、自己課題に応じた内容であること
※県が主催する研修を選択する場合、資質向上期又は資質充実期のキャリアステージから選択することが望ましい
令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	校長助言
	


令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	校長助言
	


令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	校長助言
	


令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	校長助言
	


３　注意事項
・教職経験が満６～１１年を経過するまでに、校外研修「自己課題に応じた研修」を４日以上実施する。
・教職経験が満１１年を経過してから、校外研修「自己課題に応じた研修」を実施してもよいが、６年間でバランスよく受講することが望ましい。

・１２年目に受講する「中堅教諭等資質向上研修」の計画書の提出時に使用するため、１２年目までは各自で保管する。
・講座番号は、講座番号がある講座の場合のみ記入する。

・受講年度の研修記録欄が不足した場合は、次年度の研修記録欄に記入する。
・用紙が足りなくなった場合は、２枚目を準備し使用する。
（様式３）　
中堅教諭等資質向上研修（小・中・義）　自己課題に応じた研修実施報告書　
１　研修対象教員
	氏　　名
	免許
	採用年

	〇〇　〇〇
	　小１・中１（理科）
	　　S・ eq \o\ac(○,H)・R　〇年〇月採用



２　自己課題に応じた研修の実施
令和　４年度【教職経験　１０年目】　　　　　　　薮田南　小学校
	自己
課題
	主体的・対話的で深い学びの充実を図る授業の在り方
～見方・考え方を働かせた学習の充実～

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	6月1７日（金）
	講座番号〇〇〇〇
・授業改善講座（小学校・音楽）
	総合教育センター
	教育研修課
指導主事

	
	7月 ６日（水）
	講座番号
・教科指導実践講座
	○○市教育センター
	教育センター指導主事

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	学習指導要領の内容を踏まえ、題材で扱う指導事項を明らかに、児童の学びの姿を具体的に描いた指導を意識して実践できた。音楽科主任として、職員への周知に努め、実践してもらえるようポイントを整理して、学年職員等に伝達できた。

	
	校長助言
	研修での学びを、授業で生かすことができるよう、積極的に授業公開をしたり、情報発信をしたりして、職員全体で授業の在り方を見つめ直すことにつながった。共有しようとする姿勢がすばらしい。今後も継続して若手教員をリードし、見届けてほしい。


令和　５年度【教職経験　１１年目】　　　　　　　〇〇　小学校
	自己
課題
	ICTの効果的な利活用について

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	10月 ２日（月）
	講座番号・○○小学校公表会参加
・3年生授業参観、研究会参加
	○○市立
○○小学校
	○○小教諭
教育事務所指導主事

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	学習支援ツールの活用について、学年で話し合いながら進めることができた。活用することで、１時間のねらいを達成できたのかについて日常的に話題にすることで、授業の悩みを共有し解決方法を見いだすことにもつながった。

	
	校長助言
	校内において、積極的に授業を公開したり、若手と語り合う場を設けて実践を広げたりするなど、学校全体の授業改善にもつながった。


記入例





当該年度の始めに、「自己課題」受講したい「期日」「主な研修内容」等を記入し、校長に説明し、必ず承認を得ること。





当該年度の研修の「成果と課題」を記入し、校長へすみやかに報告する。


校長からの指導・助言を「校長助言」の欄に記入する。








